
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済 ３、６、８，１１

【安全で快適な住環境の提供とBCPの策
定】
・エコ住宅設備機器の推進
・BCPの策定

・創エネ省エネ設備、断熱設備、節水設
備などの機器取替の割合を2030年までに
100％を達成
・2022年度中に事業継続力強化計画認定
を取得予定

社会
１、４、５、８、　　
１０、１１

【働きがいのある環境づくり】
・女性の活躍促進の推進
・働き方改革の推進

・女性管理職比率を15％以上に引き上げ
（2022年5％⇒2030年15％以上）
・女性雇用割合を35％以上に引き上げ
（2022年22％⇒2030年35％以上）
・２ヶ月に1度の有給休暇を取得の推進
・週に1度の「ノー残業デー」を課ごと
に計画的に策定
・会社負担にて年1回の予防接種の実施

環境
７、１２、１３、　　
１５

【環境負荷低減への取組み】
・社内環境のＣＯ２削減の努力
・次世代自動車の導入

・2022年度中に事務所内の窓に樹脂製内
窓を設置して断熱性の向上と、冷暖房設
備にかかる電力消費やCO2の削減に取組
みます。
・営業車両のエコカー比率を100％にし
ます。（2022年12％⇒2030年100％）

取組・
活動内容

株式会社野々山ハウジング設備は、経営理念『住宅設備を通して安全・安心・快適な
住環境を創造する事で社会に貢献します。』をスローガンに、お客様に対して常に誠
意・熱意・創意をつくし最高の品質と最高のサービスを提供出来る企業、仕事を通じ
て共に人間性を磨き共に成長し働きがいのある企業、環境保全と地域社会の発展に努
める企業を目指し、日々仕事に取組んでいます。　特に重点的な取組として、エコ住
宅設備機器の推進、BCPへの継続的な運用、女性活躍の推進、働き方改革の推進、社内
環境のCO2の削減、次世代自動車の導入など、SDGsの実現に向けて社会や環境に優しい
企業を目指します。

株式会社野々山ハウジング設備


